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篠原地区歴史同好会／浜風会会報 No.10 

浜
松
市
は
、
今
年
の
四
月
一
日
に
政
令
指
定
都
市
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
る
。
そ
し
て
こ
の
地
区
は
浜
松
市
西

区
と
な
る
が
、
こ
の
大
き
な
分
岐
点
に
当
た
り
、
こ
の

地
区
の
前
身
、
篠
原
村
の
歴
代
村
長
を
ま
と
め
て
み
た
。 

明
治
二
十
二
年
の
市
制
・
町
村
制
の

施
行
か
ら
浜
松
市
へ
合
併
の
昭
和
三

十
六
年
ま
で
の
七
十
ニ
年
間
に
左
表

の
よ
う
に
十
五
人
の
村
長
が
歴
任
さ
れ
て
い
る
。 

私
達
は
幸
い
平
和
な
現
在
に
あ
る
が
、
左
表
の
出
来

事
例
に
あ
る
よ
う
に
ま
さ
に
激
動
の
二
十
世
紀
前
半

で
あ
っ
た
。
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
現
在
の
篠
原

地
区
の
形
を
作
り
上
げ
て
来
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 
 

そ
う
い
う
篠
原
地
区
も
浜
松
市
へ
合
併
し
て
四
十

五
年
が
経
過
し
た
。
新
し
い
浜
松
市
に
相
応
し
い
篠
原

地
区
を
目
指
し
て
い
き
た
い
も
の
だ
。 

浜風会の平成１８年度活動から 

★ 山下孝先生講座 

① 日本の残したい原風景 

伊根の舟屋、天の橋立（京都） 

② 世界の残したい原風景 

ｼｪｰﾝﾌﾞﾙﾝ宮殿と庭園（ｳｨｰﾝ） 

★ 自由研究 

① 志都呂陣屋／大久保陣屋 

② 家作に関する仲右衛門家文書 

③ 雨乞い行事（鈴木七兵衛家文書） 

④ 日本の神道と神社について 

⑤ 藤田家とゆかりの文化人 

⑥ 万葉集について 

★ 近郷のバス旅行→写真参照 

    

 

 

 

 

 

明治 22年（1889）   （村長）      （出来事例） 

明治 22年～26 年  鈴木直三郎   篠原村、馬郡村を合併 

明治 26年～30 年  鈴木喜平 消防組組織される 

明治 30年～34 年  鈴木直三郎 遠洋銀行設立 

明治 34年～38 年    〃     落花生米国博覧会で金牌 

明治 38年～40 年  鈴木喜平    役場が篠原字西前に移転 

明治 40年～43 年  鈴木信一     電話 7 箇所で開通 

明治 43年～44 年  堀内国作 篠原村青年会発足 

明治 44年～大正 3 年 石津芳藏    （市制が施行,浜松市誕生） 

大正 3 年～7年  鈴木喜平 （第 1 次世界大戦） 

大正 7 年～11年  高柳歌吉 篠原郵便局開設 

大正 11年～15 年    〃       （関東大震災） 

大正 15年～昭和 2 年   〃    篠原小学校現在地へ 

昭和 2 年～5年  金原定吉 （金融恐慌） 

昭和 5 年～9年  伊藤喜作    馬郡養魚場で越冬つばめ 

昭和 9 年～9年  鈴木敏一郎  

昭和 10年～11 年  堀内国作 

昭和 11年～12 年  伊藤喜作 篠原村婦人会発足 

昭和 12年～16 年  河合佐十 （日支事変） 

昭和 16年～20 年    〃       （太平洋戦争）  

昭和 20年～22 年  鈴木金作 （日本国憲法発布） 

昭和 22年～23 年  高柳政司 （義務教育６・３制実施） 

昭和 23年～27 年  後藤将策 篠原中学校完成 

昭和 27年～28 年    〃       （テレビ放送始まる） 

昭和 28年～29 年  相曽誠治 

昭和 29年～33 年  加藤末太郎   第１回村民体育大会開催 

昭和 33年～36 年  相曽誠治 新国道開通 

昭和 36年(1961)    浜松市へ合併 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浜風会／入会募集中 

毎月第１，３木曜日 

掛川城／千代と一豊・掛川館（'06.11.12） 
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馬
郡
町
の
中
ほ
ど
、
東
海
道
を
北
へ
五
十
㍍
ほ
ど
入

る
と
、
旧
家
と
し
て
知
ら
れ
る
藤
田
権
十
郎
家
が
あ
る
。 

地
元
の
人
は
「
権
十
さ
ま
」
と
呼
ぶ
。
門
に
は
槙
の
古

木
が
あ
り
、
長
屋
門
を
配
し
た
広
い
屋
敷
な
ど
、
そ
の

た
た
ず
ま
い
は
歴
史
の
重
み
と
風
格
が
あ
る
。
母
屋
は

か
や
ぶ
き
の
大
き
な
家
で
、
雄
踏
町
の
中
村
家
住
宅
に

よ
く
似
た
建
て
方
で
、
豪
農
の
大
庄
屋
を
偲
ば
せ
る
に

十
分
な
構
え
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
新
築
さ
れ
た
が
、

そ
の
面
影
は
今
も
残
っ
て
い
る
。 

墓
所
は
藤
田
家
の
近
く
で
、
旧
東
海
道
の
南
側
に
あ

り
、
樹
木
に
囲
ま
れ
た
中
に
十
代
に
の
ぼ
る
歴
代
の
墓

が
並
ん
で
い
る
。
い
ず
れ
も
戒
名
は
院
居
士
・
大
姉
で

あ
る
。
藤
田
家
に
は
「
藤
田
権
十
郎
系
図
」
が
あ
り
そ

の
最
初
に
、
姓 

小
野
朝
臣 

本
国 

武
蔵 

な
ど
と

書
か
れ
て
い
る
。 

そ
の
昔
、
藤
田
家
の
祖
先
は
武
蔵
国
藤
田
郷
を
領
し

た
の
で
、
在
名
を
負
っ
て
藤
田
姓
を
名
乗
っ
た
と
い
わ

れ
る
。
代
を
経
て
室
町
時
代
後
期
、
藤
田
重
利
に
は
二

人
の
子
息
が
あ
り
、
兄
の
重
連
、
弟
の
信
吉
が
所
領
を

相
続
し
た
。
藤
田
家
の
本
拠
地
と
さ
れ
る
藤
田
郷
近
在

は
、
現
在
の
埼
玉
県
大
里
郡
や
深
谷
市
あ
た
り
と
さ
れ

る
。
兄
は
早
く
亡
く
な
っ
た
が
、
弟
信
吉
（
永
禄
元
年

一
五
五
八
生
）
は
沼
田
城
主
と
し
て
、
ま
た
甲
斐
の
武

田
勝
頼
に
属
し
能
登
守
を
称
し
た
。
此
の
頃
勝
頼
の
兄
、

海
野
竜
宝
の
娘
を
内
室
と
し
て
迎
え
た
よ
う
だ
。 

信
吉
は
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
大
阪
夏
の
陣

に
参
戦
し
た
お
り
、
あ
る
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
。
そ

の
責
め
を
負
っ
て
信
吉
の
子
息
の
藤
田
重
夏
は
、
遠
州

宇
布
見
村
に
蟄
居
の
身
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
重
夏
の

子
息
の
藤
田
彦
左
衛
門
は
、
大
久
保
陣
屋
の
服
部
家
に

仕
え
地
代
官
を
務
め
た
よ
う
だ
。 

彦
左
衛
門
の
子
息
が
初
代
の
藤
田
権
十
郎
で
、
以
来

代
々
権
十
郎
を
世
襲
し
た
。
初
代
権
十
郎
の
子
息
ら
の

う
ち
、
弟
ら
三
人
は
馬
郡
の
本
家
の
近
く
に
分
家
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
な
ど
か
ら
み
て
、
藤
田
家
が
宇
布
見

か
ら
馬
郡
に
転
居
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
初
期
と
思
わ

れ
る
。 

歴
代
当
主
の
室
（
夫
人
）
の
実
家
は
い
ず
れ
も
名
家

と
い
わ
れ
る
家
柄
で
、
同
家
の
系
譜
を
通
し
て
当
時
の

旧
家
の
人
脈
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
同
家
は
江

戸
時
代
近
隣
の
村
々
の
新
田
開
発
事
業
を
進
め
た
り
、

浜
松
藩
や
志
都
呂
陣
屋
な
ど
に
多
額
の
金
子
を
御
用

達
し
て
き
た
家
柄
で
も
あ
る
。 

藤
田
家
や
そ
の
分
家
か
ら
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治

時
代
に
か
け
て
、
各
界
で
活
躍
し
た
文
化
人
を
輩
出
し

て
い
る
。
六
人
の
方
々
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。 

 

藤
田
去
草
（
文
化
五
年
一
八
〇
八
没
） 

去
草
の
父
は
四
代
目
藤
田
権
十
郎
、
母
於
登
美
（
入

野
村
竹
村
源
四
郎
家
よ
り
嫁
す
）
の
長
男
で
五
代
権
十

郎
を
継
ぐ
。
美
喬
、
伊
勢
松
、
去
草
を
名
乗
る
。
俳
句

を
よ
く
し
俳
人
と
し
て
国
学
者
と
し
て
名
を
残
し
た
。 

藤
田
家
に
は
、
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
和
本
類
が

多
数
蔵
さ
れ
て
お
り
、
古
書
と
し
て
も
希
少
価
値
を
も

つ
も
の
が
多
く
あ
る
。
そ
の
蔵
書
に
は
、「
遠
州
馬
郡

村
伊
勢
松
」
「
馬
郡
去
草
」
な
ど
と
所
有
者
の
名
前
が

墨
書
さ
れ
て
お
り
、
去
草
が
歴
代
中
で
卓
越
し
た
知
識

人
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
東
海
道
を
上
下
す

る
文
人
ら
が
、
情
報
交
換
、
休
息
が
て
ら
の
寄
り
所
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。
去
草
は
育
ち
の
よ
さ
か
ら
明
る
く
鷹

揚
な
人
柄
で
あ
り
、
ま
た
学
問
の
鬼
才
と
言
わ
れ
た
。

そ
し
て
去
草
は
晩
年
の
賀
茂
真
淵
に
入
門
し
て
い
る
。 

 

栗
田
高
伴
（
天
保
ニ
年
一
八
三
一
没
） 

高
伴
の
父
は
五
代
権
十
郎
（
去
草
）
、
母
む
ら
（
島

田
宿
橋
爪
助
左
衛
門
家
よ
り
嫁
す
）
の
三
男
と
し
て
生

ま
れ
る
。
繁
吉
、
武
鞆
、
一
時
道
広
と
い
う
。
の
ち
、

遠
江
国
犬
居
村
（
浜
松
市
春
野
町
）
の
素
封
家
で
あ
る

栗
田
家
に
養
子
し
て
、
高
伴
と
改
名
す
る
。 

国
学
者
石
塚
龍
麿
に
入
門
し
て
詠
歌
、
国
学
を
学
ぶ
。

特
に
万
葉
集
の
研
究
に
励
ん
だ
。
詠
歌
に
は
「
栗
田
高

伴
歌
集
」
が
あ
る
。
遠
州
に
お
け
る
国
学
者
と
し
て
、

又
歌
人
と
し
て
名
を
残
し
た
。
こ
の
よ
う
に
優
れ
た
人

物
で
将
来
が
大
い
に
期
待
さ
れ
た
が
、
惜
し
く
も
四
十 

才
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
。 

（
そ
の
二
へ
続
く
） 
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仲
右
衛
門
家
の
文
書
の
中
に
小
さ
な
綴
り
が
あ
り
、

表
紙
に
は
『
文
政
三
年 

家
作
入
用
併
に
見
舞
受
納
帳 

辰
極
月
』
と
書
か
れ
て
い
る
。 

こ
の
綴
り
に
は
道
具
の
売
立
も
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
家
の
建
て
替
え
の
時
、
不
要
の
物
品
を
売
っ

た
よ
う
で
あ
り
、
う
す
、
わ
ん
、
た
た
み
な
ど
い
く
つ

か
の
品
々
と
値
段
も
記
し
て
あ
る
。
ま
た
、
建
築
の
際

に
行
う
接
待
や
行
事
の
雑
費
も
十
数
項
目
挙
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
建
築
そ
の
も
の
の
材
料
費
や
大
工
た
ち
の

手
間
賃
な
ど
は
書
か
れ
て
い
な
い
。 

家
を
作
る
に
あ
た
っ
て
は
、
近
く
の
人
、
親
類
の
人
、

当
家
と
関
係
の
あ
る
人
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
米
や
あ
げ

物
等
の
食
べ
物
や
、
な
わ
も
多
く
届
け
て
い
る
。
な
わ

が
家
を
作
る
の
に
役
立
つ
材
料
の
一
つ
で
も
あ
り
、
各

家
で
作
り
や
す
か
っ
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
か
。 

下
表
の
綴
り
の
一
部
の
よ
う
に
多
く
の
人
が
届
け

て
い
る
こ
と
は
、
当
家
の
生
活
上
の
交
際
範
囲
が
広
か

っ
た
も
の
と
想
像
で
き
る
。 

江
戸
時
代
後
期
の
村
の
風
習
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
大
な
り
小
な
り
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ

と
を
示
す
一
つ
の
資
料
と
し
て
紹
介
す
る
。 

資
料
の
読
解
に
あ
た
っ
て
、
浜
松
市
立
舞
阪
図
書
館

の
荒
熊
元
茂
氏
及
び
浜
松
市
史
編
さ
ん
室
の
鈴
木
正

之
氏
よ
り
多
く
の
援
助
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
感
謝

す
る
。 

一 

な
わ
弐
わ 

 

入
口 

源
右
衛
門 

一 
 

同
弐
わ 

 
 

 
 

市
之
助 

 

一 
 

同
三
わ 

 
 

 

太
郎
兵
衛 

一 
 

米
壱
升 

 
 

 

儀
左
衛
門 

 
 

 
 

な
わ
三
わ 

 

大
ノ
道 

一 
 

米
壱
升 

 
 

 

源
次
郎 

一 
 

一
升 

 

馬
郡
村 

弥
次
兵
衛 

 
 

 

な
わ
壱
束 

 
 

 

な
わ
一
束 

あ
げ
七
枚 

一 
 

米
弐
升 

 
 

 

弥
次
兵
衛 

一 
 

米
壱
升 

 
 

 

源
八 

一 
 

五
十
文 

 
 

 

市
太
郎 

一 
 

米
壱
升 

 
 

 

太
郎
作 

一 
 

な
わ
三
わ 

北
山 

六
郎
右
衛
門 

一 
 

あ
げ
七
枚 

 
 

 

半
兵
衛 

 
 

 

三
わ 

一 
 

な
わ 

 
 

 

又
蔵 

 
 

 

三
わ 

一 
 

同 
 

 
 

 
 

 
 

十
左
衛

門 

 
 

 

三
わ 

一 
 

同 
 

 
 

 
 

 
 

常
右
衛

門 

 
 

 

三
わ 

一 
 

壱
升 

 
 

 
 

 

松
之
助 

 
 

 

〃 
 

 
 

 

中 

一 
 

〃 
 

 
 

 
 

 

甚
右
衛
門 

一 
 

な
わ
三
わ 

 
 

 

孫
助 

一 
 

〃 

〃 
 

 
 

 

万
次
郎 

一 
 

〃 

〃 
 

 
 

 

与
惣
右
衛
門 

一 
 

な
わ
弐
わ 

 
 

 

米
■
升 

 
 

（
■
は
？
） 

 
 

 

米
壱
升 

 
 

 

惣
八 

一 
 

な
わ
弐
わ 

 
 

 
刑
部
三 

一 
 

〃 

三
わ 

 
 

 
藤
太
夫 

一 
 

〃 

〃 
 

 
 

 

惣
兵
衛 

一  

な
わ
三
わ 

 

八
左
衛
門 

一 

〃 

〃 
 

金
右
衛
門 

一 

米
壱
升 

 

あ
け
三 

 

弥
右
衛
門 

一 

な
わ
三
わ 

 

忠
三
郎 

一 

〃 

〃 
 

権
八 

一 

〃 

〃 
 

助
左
衛
門 

一 

〃 

〃 
 

仁
助 

一 

〃 

〃 
 

小
平 

一 

米
壱
升 

あ
け
三 

惣
右
衛
門 

一 

壱
升 

 

な
わ
三 

喜
左
衛
門 

一 

壱
升 

 

な
わ
三 

八
右
衛
門 

一 

壱
升 

 

あ
げ 

 

長
蔵 

一 

な
わ
三 

 

午
之
助 

一 

あ
げ
七
枚 

 

善
次
郎 

一 

米
弐
升 

 

善
兵
衛 

一 

な
わ
弐
わ 

と
う
ふ
一
丁 

彦
■
■ 

一 
米
壱
升 

な
わ
二
わ 

 

庄
兵
衛 

一 

〃
壱
升 

 

孫
右
■ 

一 

な
わ
三
わ 

 

権
三
郎 

一 

〃 

〃 
 

孫
兵
次 

一 

米
壱
升 

な
わ
三 

太
郎
右
衛
門 

一 

百
文 

 
 

 
 

 

清
八 

一 

壱
升 

 
 

 
 

 

佐
五

右
衛
門 

一 

壱
升 

 
 

 
 

 

源
左

衛
門 

一 

な
わ
三 

 
 

角
兵
衛 

一 

〃 

〃 
 

角
左
衛
門 

一 

米
壱
升 

 

寺 

一 

酒
壱
升 

 

助
右
衛
門 

 
 

米 

一 

壱
升 

あ
げ
五
枚 

庄
蔵 

一 

壱
升 

 
 

 
 

 

十
三

郎 一 

壱
升 

な
わ
三 

 
 

 
 

伊
三

郎 一 

壱
升 

 
 

 
 

 

勘
兵

衛 一 

壱
升 

 
 

 
 

く
ら
松 

五
郎

兵
衛 
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会
員 

中
山 

清 

慶
応
が
明
治
に
改
元
さ
れ
て
か
ら
間
も
な
い
明
治

二
年
十
一
月
「
栄
太
郎
」
は
坪
井
村
で
誕
生
し
た
。 

幼
少
年
期
は
両
親
の
庇
護
を
受
け
普
通
に
成
長
し

た
と
思
わ
れ
る
。
十
四
才
と
言
え
ば
、
こ
れ
か
ら
多
感

な
青
年
期
を
迎
え
る
過
渡
期
で
あ
る
。
生
来
向
学
心
が

盛
ん
で
、
こ
れ
か
ら
は
東
京
へ
出
て
勉
強
を
続
け
た
い

と
い
う
一
念
か
ら
、
此
の
年
の
明
治
十
五
年
上
京
を
決

行
す
る
。 

上
京
以
後
、
栄
太
郎
は
生
ま
れ
故
郷
へ
は
帰
ら
な
か

っ
た
よ
う
だ
。
勉
強
優
先
の
生
活
を
続
け
て
い
る
こ
と
。

そ
れ
に
今
と
違
っ
て
東
海
道
線
も
開
通
し
て
い
な
い

当
時
の
交
通
事
情
で
は
帰
郷
は
、
思
い
も
よ
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

あ
る
時
「
学
費
が
不
足
す
る
の
で
、
金
を
送
っ
て
欲

し
い
」
母
親
宛
に
懇
願
の
手
紙
を
出
し
て
い
る
。
こ
の

時
ド
イ
ツ
留
学
が
念
頭
に
あ
っ
た
の
で
、
外
国
の
文
献

な
ど
取
寄
せ
た
り
し
て
研
究
費
用
が
か
さ
み
、
生
活
費

が
足
り
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

お
互
い
の
消
息
は
手
紙
の
交
換
で
す
ま
さ
れ
た
。
明

治
二
十
四
年
頃
で
両
親
宛
の
封
書
が
保
管
さ
れ
て
い

た
の
で
、
そ
の
内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
た
の
が
、
次
の

手
紙
文
で
あ
る
。 

手
紙
文
（
文
字
と
仮
名
遣
い
は
原
文
ど
お
り
） 

 

『
懐
旧
ノ
涙
ニ
ム
セ
ビ
ツ
ツ
雨
ニ
つ
け
風
に
つ
け

思
い
出
す
ハ
郷
里
の
空
な
ら
ぬ
ハ
な
し
殊
ニ
旧
暦
盆 

會え

の
折
柄
幼
少
の
事
な
ど
兎
角
亡
き
人
に
つ
き
て 

あ
わ
れ
に
な
つ
か
し
く 

ふ
と
し
た
る
事
よ
り
子
供

遊
び
に
も
誉
め
ら
れ
し
事
叱
ら
れ
し
こ
と
な
ど
思
い

出
し
て
ハ
涙
の
種
な
ら
ぬ
ハ
な
し
（
中
略
）---

-- 

勉
強
至
極
順
序
能
く
出
来
候 

此
分
ニ
テ
ハ
二
年

相
立
チ
候
ヘ
バ
十
分
洋
行
ハ
出
来
可
申
候
只
私
ノ
都

合
ハ
宜
敷
ケ
レ
ド
モ
父
上
母
上
ノ
身
上
ニ
付
毎
日
心

労
致
居
リ
候 

私 

洋
行
ノ
上
帰
朝
后
即
チ
今
日
ヨ

リ
四
年
ノ
后
ハ
膝
下
シ
孝
養
ハ
盡
ス
ベ
ク
ニ
付 

 

（
中
略
） 

尚
以
後
ハ
手
紙
可
成
封
ジ
ニ
テ
御
遣
ハ
シ
ヲ
乞
フ 

九
月
二
日 

 

栄
太
郎
拝 

父
上 

母
上 

 

御
元
へ
』 

（
注 

膝
下
―
親
の
そ
ば
） 

 

そ
の
後
の
中
山
栄
太
郎
に
つ
い
て 

自
ら
求
め
て
苦
学
の
道
を
選
び
、
努
力
の
甲
斐
あ
り
、

更
に
寄
宿
先
の
師
の
要

望
も
あ
っ
て
留
学
す
る

こ
と
ニ
年
、
学
位
（
医
学

博
士
）
を
得
て
帰
国
す
る
。

時
に
二
十
九
歳
で
あ
っ

た
。 こ

れ
を
契
機
に
、
若
く

し
て
恩
師
の
後
継
者
と

な
る
。
こ
れ
は
今
迄
の
努

力
研
鑽
の
賜
物
で
あ
り
、

以
後
の
活
躍
は
斯
界
に

そ
の
名
を
残
す
。 

歴史メモ 3 

篠原町仲村遺跡 

平成 17 年 5 月、市教育委員会により調査が行わ

れた。場所は篠原市民サービスセンターより、北へ

500ｍ、宅地造成に先立ち調査されたものである。 

主な時代は奈良、鎌倉、室町、江戸時代。主な遺

物は須恵器、土師器、山茶碗、陶器、磁器です。 

篠原地区にはその他、今までに下図の遺跡が発見

されている。仲村遺跡は①であるが、更に今後の発

掘調査に期待したいところです。 

①篠原町仲村、②八幡前遺跡、③上幸遺跡、 

④中田尻遺跡、⑤坪井町浜名湖底遺跡、 

⑥馬郡観音堂跡、⑦柳ノ内遺跡、⑧北浦遺跡、 
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